
                     

 

 

 

 

 

                      

学校長 水野 正人 

保護者の皆様も新聞報道等でご存知かと思いますが、現在、学校現場は全国的に人手不

足に陥っており、本市においても同様の傾向が見られます。教育委員会は、人材確保のた

めにあらゆる手段を講じていますが、厳しい状況は相変わらずです。しかし、相模原の強

みは学校に支援教育に関わる素晴らしい人材が配置されていることです。 

児童支援専任教諭、支援教育コーディネーター、支援教育支援員、学習支援員、スクー

ルカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等が、それに

あたります。加えて、本校には学校サポーターが配置されて

います。 

現在、学校サポーターは市内１６校に３９名が配置されて

おり、本校には本多美紀子さん、小竹砂智江さん、尾形久美

さんの３名の方に来ていただいています。もちろん、担任は

子どもに寄り添う努力をしていますが、大勢の子どもを一人

で見ることには限界があり、気持ちはあっても物理的に全て

のニーズに応えきれないこともあります。そうしたときに、

サポーターさんは子どもたちにとって「困ったときに側にいてくれるお母さん」のような

存在として受け止められています。 

サポーターさんは、制度が始まった当初はボランティアとして学校に来てくださってい

て、子どもたちの強い味方になってはいるものの、謝礼はごく僅かでした。でも、今年度

からは、有償ボランティアとして学校に配置していただけることになりました。こうする

ことで、学校に必要な素晴らしい人材を確保しやすくなります。子どもたちに寄り添った

支援を行うためには、とにかく人手が必要です。そして、その方に支援教育の知識が備わ

っていれば鬼に金棒です。次年度は、更に配置を拡充し、２５校に５０名の学校サポータ

ーを配置する予定になっているそうです。 

相模原市は、他市に比べて支援教育を推進するために配置される職種が多く、様々な制

度が充実していると感じています。今後も、配置していただいた人材を最大限に生かし

て、子どもに寄り添った支援を進めていくことができるよう、取り組んでいきたいと考え

ています。 
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学校サポーター制度 
教育委員会が主催する「発達

サポート講座」を受講して支援
教育について学び、専門的な知
識を身に付けた方々による、学
校で子どもの情緒面や生活面で
のサポートを可能とする制度。
不登校やいじめの未然防止にも
繋がると考えられる。 

◇たとえば・・・こんな支援をしてくれています◇ 
教室で集団活動を行うときに、活動に参加することに渋りがちな子がいます。サポーターさんがい

れば子どもはサポーターさんに時間をかけて自分の気持ちを伝えることができます。気持ちを伝え、
しばらくクールダウンした後に、その子はその子なりの方法で活動に参加することができました。後
で、サポーターさんは子どもと関わったときの情報や支援の方法を担任に伝えます。「なるほど、そ
んな気持ちだったんですね！」担任は、サポーターさんを通して、その子の理解が深まりました。そ
れをきっかけに、担任はより適切な支援がスムーズに行えるようになりました。等々 


